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「地方独立行政法人市立大津市民病院の概要」 

１ 法人に関する基礎的な情報 

（１） 目的、業務内容、沿革、設立に係る根拠法、組織図その他の法人の概要 

 

①目的 

 地域の中核病院として、市民に救急医療及び高度医療を始め、良質で安全な医療を継続的

かつ安定的に提供するとともに、地域の医療機関との機能分担及び連携を行うことにより、

市民の健康の維持及び増進に寄与することを目的とする。 

 

②業務内容 

 ・医療を提供すること。 

 ・医療に関する調査及び研究を行うこと。 

 ・医療に従事する者に対する研修を行うこと。 

 ・医療に関する地域への支援を行うこと。 

 ・人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 

  

③沿革 

明治３２年 滋賀県立避病院（伝染病院）を大津市に移管、大津伝染病院開設 

明治４０年７月 大津市圓山病院と改称 

昭和１２年４月 
大津回生病院と改称、１市２箇村組合立伝染病院（大津市・雄琴村・

坂本村・下阪本村）として膳所錦町字打明に開設 

昭和３９年１月 現在地に移転、大津市民病院に改称 

昭和５３年７月 新館棟（現在の別館棟）竣工 

昭和５４年３月 管理棟増築 

昭和５８年５月 付属棟増築 

平成１１年４月 本館棟竣工（地下１階、地上９階建て免震構造、屋上ヘリポート設置） 

平成２９年４月 
地方独立行政法人に移行 

地方独立行政法人市立大津市民病院と名称変更 

平成３０年３月 市立介護老人保健施設ケアセンターおおつ廃止 

令和２年３月 市立大津市民病院付属看護専門学校閉校 

令和２年１２月 感染症 ER 棟開設 

 

④設立に係る根拠法 

 地方独立行政法人法（法律第百十八号） 
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⑤組織図 
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⑥その他法人の概要 

 特になし 

 

（２）事務所の所在地   

○病院 

名 称 所在地 

市立大津市民病院 大津市本宮二丁目９番９号 

 

（３）資本金の額及び出資者ごとの出資金 

 大津市   ２６１，９６１，７５９円 

 

（４）役員の氏名、役職、任期、担当及び経歴（令和４年３月３１日現在） 

氏名 役職 任期 担当及び経歴 

北脇 城 理事長（常勤） R3.4.1 ～ R7.3.31  

若林 直樹 副理事長（常勤） R3.4.1 ～ R7.3.31 院長 

渡邉 良子 理事（常勤） R2.4.1 ～ R4.3.31 看護局長 

傍島 公男 理事（非常勤） R2.5.1 ～ R4.4.30 元大津市会計管理者 

北野 博也 理事（非常勤） R3.4.1 ～ R5.3.31 社会医療法人誠光会 理事長 

岡林 哲男 理事（非常勤） R3.4.1 ～ R5.3.31 公認会計士、税理士 

田中 正志 監事（非常勤） R3.7.1 ～ R7.6.30 公認会計士、税理士 

野嶋 直 監事（非常勤） R3.7.1 ～ R7.6.30 弁護士 

※理事長と監事は大津市長が任命し、理事は理事長が任命する。役員の任期は、 

理事長が４年、理事は２年、監事は４年。 

  ※役員が欠けた場合の補欠の役員の任期は、前任者の在任期間。 

   

（５）常勤職員の数（前事業年度末からの増減を含む。）及び平均年齢並びに法人への出向

者の数  （令和４年３月３１日現在） 

常勤職員 ８５３人（うち法人への出向者８人）、平均年齢４２．４歳 

※内訳：医師１３１人、看護師４３１人、医療技術員１３７人、その他１５４人 

（前年比 ＋２７人）  
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「全体的な状況」 

 

１ 総括 

  第２期中期計画期間の初年度となる令和３年度、新理事長が就任し、新たな体制の下、

職員一丸となり、中期計画達成に向けて、一般診療の中で目指すべき急性期医療を実現

するために様々な取組を推進した。具体的には平均在院日数の短縮、医療の質の向上を

目指しクリニカルパスの整備を行った。全診療科の使用頻度の高いクリニカルパスを

期間、検査、薬剤等を見直したが、大きな平均在院日数の改善、クリニカルパス適用患

者割合の増加には結びつかなかった。また、流行の序盤より新型コロウイルス感染症患

者受入れを行ってきた事により、風評被害による患者数の減少が見られたため、理事長、

院長、副院長に加え、各診療部の医師が積極的に地域の医療機関への訪問や医師会との

連携を行った。さらに令和３年度当初より診療科協議を実施し、ＤＰＣベンチマークを

初めとした各種客観的データに基づいて、それぞれの所属における分析、課題の明確化

を行い、医師 1人当たりの診療収入の増加、診療科目の適正化を目指した。しかし、そ

の協議時に各診療部長と経営幹部の中で信頼関係の構築がされないまま話し合いを進

めてしまい、双方の意見の食い違いが生じた。その際の経営幹部側の発言について第三

者委員会の調査によれば、合理的な根拠を提示せず退職の勧奨があったと報告されて

おり、協議の方法に問題があったと考える。それにより病院運営を良い方向に進めるこ

とが出来なかった事に繋がったため、経営改善に向けての職員との協議方法等が今後

の大きな課題となった。またそれにより、第４四半期に大きく取り上げられた多くの医

師が退職の意思を示した事象により、診療と病院運営継続のために次年度に向けての

医師確保が急務の状態となっている。 

財務状況としては、医業収支△５９３百万円と医業費用の増加により多額の損失と

なったが、国等の補助金等により、経常収支＋２，９３１百万円と経常利益を確保する

ことができ、資金も年度期首より２，５５２百万円増加した。新型コロナウイルス感染

症への対応を行いつつ、一般診療を実施していたことから医業収支は赤字であったが、

国等の補助金等により資金繰りは安定した。 

令和元年度から続いている新型コロナウイルス感染症の感染拡大は令和３年度も収

束せず、特に７月～９月に増加した第５波、１月以降増加している第６波時期には月間

１，０００人を超える当該感染症罹患患者並びに疑似症患者を感染症ＥＲを中心に２

４時間体制にて治療を行い、感染症指定医療機関として責務を果たしている。また、当

該感染症による入院に対しても中等症以上の患者を中心に受入れ続けた。さらに年度

途中からは呼吸器内科医により無休体制にて中和抗体薬治療を短期入院にて開始し、

第３四半期からは外来でも治療を受けられるように迅速かつ適切に整備を行った。 

また、感染症指定医療機関として理事長、感染症科診療部長、呼吸器内科診療部長よ

り新型コロナウイルス感染症の当院の取組、医療現場の状況、県民の方々に向けて感染
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防御策や自宅療養時の過ごし方などのメッセージをテレビ、新聞等マスコミを通じて

積極的に発信した。 

感染症対応病床確保のため、病床の休床は昨年に引き続き余儀なくされ一般病床、緩

和ケア病棟を一部休床し病床運営にあたった。ただし、前年度の患者数が激減する要因

となった診療科による診療制限は最低限とし、院内感染防止を徹底した上で一般診療、

健診を行った。前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症による「診療報酬請求の

臨時的な取り扱い」による増点分を通知に沿って算定し、厳しい収入状況を少しでも回

復させるべく取り組んだ。また、医師の要件を満たし特定集中治療管理料を３から１へ

の施設基準変更の届出をし、請求額増額に大きく寄与した。さらに通常診療と比較し、

看護師、看護補助者の人員が多く必要な中、看護局と連携を行い、急性期看護補助体制

加算、夜間１００対１急性期看護補助体制加算、夜間看護体制加算を算定出来る体制を

継続した。その結果、対前年比では入院患者数８．６％、外来患者数３６．８％改善し、

診療報酬請求額は対前年比１１．９％、対前前年比１．９％増収した。 

ハード面でも入退院センター、地域医療連携室、患者相談支援室の整備、改修を実施

し、前方連携、後方連携の強化を行い、患者にとってより病院と関わりやすくなったと

考える。 

 

２ 大項目ごとの特記事項 

第１ 年度計画の期間 

 令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成する

ための取組 

「市民病院としての役割」 

・地域の中核的な急性期病院として、５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、

精神疾患）に対する医療を提供するため、治療方法の適切な組み合わせ（手術、化学

療法、放射線治療）をがん診療にて提供し、手術、化学療法、放射線治療での治療件

数が目標値を達成した。また、幅広い層の精神疾患や心身症の患者の受け入れ、件数

も目標値を達成した。 

・４事業（救急医療、災害医療、小児医療、周産期医療）においては感染症ＥＲにて発

熱患者の受け入れも積極的に行い、大津保健医療圏域において救急医療体制の維持

に貢献した。 

・感染症への対応として、感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者に

対して、県、市と連携を図り医療を提供した。 

 

「地域の病院、診療所等との機能分化及び連携強化」 
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・地域の医療機関から求められた場合は病床状況を考慮のうえ、積極的に患者を受け入

れた。また、新型コロナウイルス感染症患者に関しても県と連携を取りながら受け入

れを行った。 

・急性期機能を有する地域医療支援病院及び中核病院として、かかりつけ医や地域の医

療機関との機能分担と連携をより一層強化するため、地域連携室を中心に地域医療

機関訪問を行い、訪問件数の目標を達成した。 

 

「市民・患者への医療サービス」 

・患者相談支援室を拡張整備し、患者のプライバシーが守られる相談室を設置した。令

和３年度も患者満足度調査を実施し、出てきた意見に対しては当該部署へ通達し、今

後の患者サービスの向上に努めた。また、結果はホームページに掲載した。外来満足

度にあっては、患者満足割合の目標を達成した。 

・令和３年度は接遇研修を事務職員を対象に実施した。令和４年度以降も年次的に実施

し、職員一人ひとりが患者に寄り添い、安心した医療を提供できる人材育成を推進す

る。 

 

「医療の質の向上」 

・令和４年３月に日本医療機能評価機構による病院機能評価を受審する予定であった

が、第６波到来に伴う新型コロナウイルス感染症への対応のため延期している。令和

５年４月頃に改めて受審する予定であるが、それまでの間も内部監査の実施により、

更なる医療の質の向上に向け取り組む。 

・感染管理室と感染対策チーム及び抗菌薬適正使用支援チームが連携しながら、感染対

策の構築及び強化に取り組んだ。 

・入院前からの円滑な入退院業務の遂行を目指し入退院センターのリニューアルを行

った。そこでは入院・手術が決定された患者を対象に各専門スタッフが看護師面談・

薬剤師面談・歯科診察・麻酔科診察・必要時には栄養指導・禁煙指導を実施する他職

種共働システムを構築した。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための取組 

「経営の効率化」 

・理事長、院長、事務局長を中心に診療科診療部長に対して複数回ヒアリングを行った。

その際には実績データを提示し、診療科の強みと弱みを確認しながら、診療科の適正

化を進めた。 

・毎月の理事会において、医師１人当たりの診療収入を経営指標の一つとして提示し、

進捗を確認するとともに、外部理事の意見を頂いた。 
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「経営管理機能の充実」 

・診療部長とその他所属長を分けて経営会議を再開させ、経営指標の確認に加え、当院

の収支状況についても診療部長、所属長と共有した。 

・法令・行動規範（コンプライアンス）について、新規採用職員を対象に包括的な研修

を実施したほか、全職員を対象としたハラスメント研修を実施した。 

 

「組織運営体制の強化と職員の意識変革」 

・新型コロナウイルス感染症患者の診療機能維持・強化のため、必要な看護師を増員配

置した。 

・働き方改革における医療職間のタスクシフトや入退院機能拡大のために、経験を有す

る管理栄養士を始めとする医療技術職員を確保した。 

・各診療部長及び所属長に中期計画と中期計画説明資料の共有を行った。 

・法人全体に共通する「法人研修」、職種別、階層別といった区分ごとに職務の遂行に

必要な知識、技能等を習得させることを目的とする「職場研修」、職員が自らの職務

遂行能力の向上を図ることを目的とする「自主研修」といった研修体系を構築した。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 

「収支バランスの適正化」 

・診療費未払い患者に対し、医事課職員から電話連絡をするとともに、一定期間経過し

た案件については、弁護士委託をすることにより未収金の早期回収に努めた。 

・社会保険支払基金の審査員でもある当院医師２名と医事課職員、請求担当で構成され

ている保険審査専門部会を月１回開催し、査定に対する検討及び再審査請求や、各診

療科医師への周知等に努めた。 

・収益の改善、医療の質の向上を目指し、クリニカルパス管理委員会を新たに活動開始

させ、全診療科のクリニカルパス作成担当者を決め、管理委員会の指示により全診療

科の頻度が高い病名、処置のクリニカルパスの入院期間、検査、薬剤等を見直した。 

・訪問看護ステーションにて土日・祝日、年末年始において、計画的に定期訪問を行っ

た。２４時間電話対応し、必要に応じて緊急訪問を行った。 

・人件費の抑制として、医師から他職種へのタスクシフトを推進するとともに、看護師

においても看護師から看護補助者へのタスクシフトを推進している。  

・材料費の削減について、契約先のベンチマークを利用しながら納入業者との価格交渉

を行った。また、薬剤については、薬事委員会を開催し随時議論を行った。 

・委託料の削減について、医療機器数種類の保守契約を締結せず、不具合発生時のスポ

ット修理にて対応することにより、トータルコストの削減を図った。 

 

「運営費負担金」 



12 

 

・政策的医療、高度医療等については、総務省の通知に基づいて金額を算定し、大津市

と算定方法について協議することで、金額抑制に努めた。 

 

「計画期間内の収支見通し」 

・理事会において、年度計画の主要な指標の達成状況について報告を行った。未達成

の項目については担当部署に対して報告を行った。また四半期毎に評価委員会に対

して報告を行った。 
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「項目別の状況」 

 

第１ 年度計画の期間 

 令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するた

めとるべき措置 

１ 市民病院としての役割 

（１）５疾病に対する医療の提供 

 地域の中核的な急性期病院として、５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精

神疾患）に対する医療を提供するため、治療方法の適切な組み合わせ（手術、化学療法、

放射線治療）をがん診療にて提供し、手術、化学療法、放射線治療での治療件数が目標値

を達成した。また、幅広い層の精神疾患や心身症の患者の受け入れ、件数も目標値を達成

した。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

がん手術件数 ５７２件以上 ５９６件 

化学療法件数 ２，０３７件以上 ２，１９８件 

放射線治療件数（新規患者に係

るものに限る。） 

１１４件以上 １４２件 

緩和ケア病棟利用患者数 ２１５人以上 ６３人 

脳卒中患者数 ２００人以上 １９１人 

血栓溶解療法件数 ６件以上 １８件 

血栓回収療法件数 ６件以上 ２件 

外来での脳血管疾患リハビリテ

ーション実施患者数 

２，１００人以上 １，４４９人 

入院での脳血管疾患リハビリテ

ーション実施患者数 

１１，２２４人以上 ９，５２６人 

急性心筋梗塞患者数 ４２人以上 ３２人 

急性心筋梗塞患者の病院到着後

９０分以内の初回ＰＣＩ実施割

合※１ 

７２．９％以上 ２４．１％ 

ＰＣＩ実施件数 １４４件以上 １２９件 

冠動脈ＣＴ検査件数 ３３５件以上 ３４４件 
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外来での心大血管疾患リハビリ

テーション実施患者数 

２，６２２人以上 １，９１０人 

入院での心大血管疾患リハビリ

テーション実施患者数 

２，５３０人以上 ２，５７９人 

糖尿病・慢性腎臓病患者への栄

養管理実施割合※２ 

８１．６％ ５８．０％ 

糖尿病透析予防指導及びフット

ケアの実施件数 

６０９件以上 ５８６件 

通院精神療法の算定数 ６，７７７件以上 ８,３２５件 

入院精神療法の算定数 ８１４件以上 １，０２５件 

※１ 来院後９０分以内に手技を受けた患者数÷１８歳以上の急性心筋梗塞でＰＣＩ（カテーテル

を用いた心臓疾患治療をいう。）を受けた患者数×１００ 

※２ 特別食の算定回数÷１８歳以上の糖尿病・慢性腎臓病を併存症に持つ入院患者に対するこれ

らの疾病の治療が主目的ではない食事の回数×１００ 

 

（２）４事業に対する医療の確保 

４事業（救急医療、災害医療、小児医療、周産期医療）においては感染症ＥＲにて発熱

患者の受け入れも積極的に行い、大津保健医療圏域において救急医療体制の維持に貢献

した。感染症への対応として、感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者

に対して、県、市と連携を図り医療を提供した。災害医療については、新型コロナウイル

ス感染症による自宅療養者の増加に伴い滋賀県が設置する滋賀県見守り観察ステーショ

ンにＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）を３回派遣し、２４時間体制で同ステーションの運

営にあたった。 

小児医療については、気管支喘息、食物アレルギー等のアレルギー疾患のほか各小児疾

患患者に対して、専門分野を持つ専門医が地域の医療機関と連携を図りながら診療を行

った。新型コロナウイルス感染症を含む発熱患者は感染症ＥＲにて診療を行い、必要時に

入院加療も行った。 

周産期医療については、休止している分娩については、引き続き地域の専門医療機関と

連携をとっている。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

救急車搬送入院患者数 １，３７８人以上 １，４９９人 

救急車搬送受入件数 ３，４８１件以上 ３，６８３件 
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救急車受入要請件数 ３，５０８件以上 ３，８５４件 

救急搬送応需率※１ ９９．２％以上 ９５．６％ 

救急入院患者数 ２，５７１人以上 ２，５１９人 

救急入院患者割合※２ １７．６％以上 １５．８％ 

救急ストップ時間 ２９時間以下 ６２６時間 

小児科入院患者数 ２，４１３人以上 １，２４７人 

小児科救急受入件数 ２，１６１件以上 １，２３７人 

小児科外来患者数 ９，７９４件以上 ７，３２３人 

小児科紹介患者数 ４７０人以上 ３６６人 

※１ 救急搬送受入件数÷（救急搬送受入件数＋救急搬送を断った件数）×１００ 

※２ 救急経由入院患者数÷新規入院患者数×１００ 

 

（３）在宅医療・介護との一層の連携強化 

病院医師と在宅医、訪問看護師との連携により、緊急訪問後当院に入院させたケースも

増加している。また、土日・祝日も計画的に定期訪問を行った。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

特定看護師数 ２人以上 ３人 

在宅医療機関及び介護関係機関

訪問件数 

７,７０８件以上 ７，８１０件 

 

（４）感染症医療の充実及び強化 

感染症指定医療機関として、県と連携しながら新型コロナウイルス患者の受け入れを

積極的に行った。８月より、中和抗体薬治療を開始し、外来または入院にて治療を実施し

た。また、大津市保健所と連携し、新型コロナウイルス感染症で自宅療養をされている患

者の診察についても、２４時間対応で行った。 

デルタ株・オミクロン株の流行により、多くの発熱患者の受診を受け入れ、新型コロナ

ウイルス感染症と診断した患者は２，９９１人であった。年間３，０００人近くの陽性患

者を診断している当院で、クラスターを発生させることなく業務を遂行できたのは、当院

が担う役割を職員が理解し、感染対策への高い意識を持ちながら業務に従事しているた

めと考える。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 
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感染管理認定看護師数 ３人以上 ２人 

（５）健康増進及び予防医療の充実及び強化 

健診センターにおいて、感染対策をとりつつ、年間で計５回の「特定健診の日」を設

け、特定健診受診者に健康支援講座を開催した。 

  精検受診率の向上にむけた取り組みとして、従来人間ドック受診者のみに送付してい

た精検受診勧奨文書を、一般健診受診者にも送付するようシステムを改修した。また、

要精検となった受診者の外来予約を健診事務がとることで、診療部門へスムーズに繋げ

る体制を構築した。 

 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

市民向け公開講座開催回数 １０回以上 ２回 

市民向け公開講座延べ受講者数 ６４０人以上 １２０人 

健診センター総受診者数 １１，５１７人以上 ８，２５５人 

人間ドック受診者数 ３，３０３人以上 ２，３６０人 

がん検診受診者数 ４，０９８人以上 ３，４０５人 

乳がん検診受診者数 １，２３０人以上 ８７８人 

胃がん検診（内視鏡）受診者数 ５３人以上 １１１人 

子宮がん検診受診者数 ７４人以上 ２７６人 

肺がん検診受診者数 ２，３０２人以上 １，８０８人 

大腸がん検診受診者数 ４３９人以上 ３００人 

 

２ 地域の病院、診療所等との機能分化及び連携強化 

（１）地域で果たすべき役割 

地域の医療機関から求められた場合は病床状況を考慮のうえ、積極的に患者を受け入

れた。また、新型コロナウイルス患者に関しても県と連携を取りながら受け入れを行った。

さらに、新型コロナウイルス感染症の対応をしつつ救急医療を始めとした急性期医療を

提供し続けた。また、閉鎖していた緩和ケア病棟に関しても、第４四半期より再開し、対

応病床を増やしている。 

（２）地域医療支援病院としての役割 

地域の医療機関との機能分担と連携を一層強化し、紹介及び逆紹介をより円滑に進め

るため、新型コロナウイルス感染症の状況を見極めつつ、地域連携室を中心に訪問再開を

図った。また、医師会との意見交換会を開催するなど“顔の見える連携”を推進した。 

【目標に係る実績】 
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目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

紹介率※１ ８０．０％以上 ６６．５％ 

逆紹介率※２ １０４．９％以上 ８９．３％ 

地域医療機関訪問回数 ２７５回以上 ４９１回 

地域医療機関向け研修実施回 ５０回以上 ３回 

  ※１ 紹介初診患者数÷（初診患者数－（休日・夜間以外の初診救急車搬送患者数＋休日・夜間の

初診救急患者数））×１００ 

※２ 逆紹介患者数÷（初診患者数－（休日・夜間以外の初診救急車搬送患者数＋休日・夜間の初

診救急患者数））×１００ 

 

 

（３）医療機関との連携強化 

大津市の保健福祉部門との連携はもとより、大津市医師会との連携強化を目的に、令和

３年度に初めて地域医療連携の会と銘打った情報交換会を行った。そこでは、地域医療を

支える中核病院としての当院の経営方針を理事長より講演し、１６診療科の診療部長か

らそれぞれの診療内容等を発表するなど、当院の様々な取組を伝えることが出来た。 

 

３ 市民・患者への医療サービス 

（１）市民・患者の求める医療サービスの提供 

患者相談支援室を拡張整備し、患者のプライバシーが守られる相談室を設置した。令和

３年度も患者満足度調査を実施し、出てきた意見に対しては当該部署へ通達し、今後の患

者サービスの向上に努めた。また、結果はホームページに掲載した。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

外来に係る患者満足度調査の

「満足」及び「やや満足」と回

答した者の割合の合計値 

８５．７％以上 ８７．１％ 

入院に係る患者満足度調査の

「満足」及び「やや満足」と回

答した者の割合の合計値 

９３．２％以上 ９２．０％ 

患者満足度調査における相談体

制に関する項目の「満足」及び

「やや満足」と回答した者の割

９０．０％以上 ８５．２％ 
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合の合計値 

 

（２）患者サービスの向上 

令和３年４月に新卒の各職種新規採用職員研修の一環としてビジネスマナー研修を実

施した。 

  また、中期計画期間を通して全職員への接遇研修を実施する計画であり、令和３年度は

事務職員を対象に実施した。令和４年度以降も年次的に実施し、職員一人ひとりが患者に

寄り添い、安心した医療を提供できる人材育成を推進する。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

接遇研修会実施回数 ２回以上 ２回 

接遇研修会受講時アンケートの

「参考になった」と回答した者

の割合 

９１．０％以上 ９７．６％ 

患者満足度調査における相談体

制に関する項目の「満足」及び

「やや満足」と回答した者の割

合の合計値 

－ ９０．２％ 

患者満足度調査における医師の

応対と説明に関する項目の「満

足」及び「やや満足」と回答し

た者の割合の合計値 

９０．０％以上 ８７．４％ 

患者満足度調査におけるＡＣＰ

に関する項目の「満足」及び

「やや満足」と回答した者の割

合の合計値 

 

― ― 

 

４ 医療の質の向上 

（１）医療の安全の徹底 

第三者機関からの評価については、令和４年３月に日本医療機能評価機構による病院

機能評価を受審する予定であったが、第６波到来に伴う新型コロナウイルス感染症への

対応のため延期している。令和５年４月頃に改めて受審する予定であるが、それまでの間

も内部監査の実施により、更なる医療の質の向上に向け取り組む。 
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インフォームド・コンセントについては、患者への情報提供をしっかりと行えるよう、

分かりやすく質の高い説明の徹底を図った。 

安全管理機能の向上においては、医療安全委員会にて医療事故の予防対策や再発防止

対策の充実を図った。また、診療部長会議、所属長会議においてもインシデントアクシデ

ントレポートについて定期的に報告を行い、事故の予防対策及び安全管理に対する意識

の向上を図った。 

感染防止の徹底においては、感染管理室と感染対策チーム及び抗菌薬適正使用支援チ

ームが連携しながら、感染対策の構築及び強化に取り組んだ。週１回のラウンドでは、主

に手指衛生や個人防護具の着脱について個別に確認し、指導を行った。また、新型コロナ

ウイルス感染症が流行しているため、職員の行動（黙食やマスク未装着時の行動など）に

ついても確認し、院内発生の予防に向け啓発も行った。抗菌薬の適正使用については、週

１回カンファレンスを実施し、抗生剤の不適切使用を監視・助言を行った。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

医療安全研修会開催回数  １２回以上 ６回 

医療安全研修会に係る受講者満

足度調査の「満足」及び「やや

満足」と回答した者の割合の合

計値 

７７．０％以上 ９１.６％ 

 

（２）診療データ分析による医療の質と効率性の標準化 

クリニカルパス管理委員会を新たに活動開始させ、全診療科の頻度が高い病名、処置の

クリニカルパスを再整備した。さらに他院より講師を招き、クリニカルパスに対する知見

を広げた。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

クリニカルパス適用患者割合※

１ 

４９．１％以上 ４９．２％ 

※１ クリニカルパス適用患者数÷入院患者数×１００ 

 

（３）チーム医療の充実 

  年度内に入退院センターのリニューアルを行い、入院前からの円滑な入退院業務の遂
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行を実施出来る体制を確立させた。１点目は入院前支援の体制強化をした。入院前に看護

師が、入院生活に関するオリエンテーション及び、服用中の薬剤の確認、褥瘡・栄養等の

スクリーニングを実施病棟スタッフ・退院支援チームと情報共有を行った。２点目は予約

制で周術期外来の運用を開始した。入院・手術が決定された患者を対象に各専門スタッフ

が看護師面談・薬剤師面談・歯科診察・麻酔科診察・必要時には栄養指導・禁煙指導を実

施する他職種共働システムを構築した。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 経営の効率化 

（１）原価計算を基にした業務運営の改善 

  院内で原価計算システムの試行版を作成し、経営幹部層が確認を行ったが、運用には至

らなかった。 

（２）診療科目の適正化 

 理事長、院長、事務局長を中心に診療科診療部長に対して複数回協議を行った。その

際には実績データを提示し、診療科の強みと弱みを確認しながら、診療科の適正化を進

めた。しかしその協議時に、各診療部長と経営幹部の中で信頼関係の構築がされないま

ま話し合いを進めてしまい、病院運営を良い方向に進めることが出来なかった。 

 

（３）病床数の適正化 

適切な病床数並びに看護配置を行い、急性期医療を中心とした提供を行った。また、当

院の運営状況を鑑み１０月より許可病床数を引き下げ適正化した。 

 

（４）労働生産性の向上 

毎月の理事会において、医師１人当たりの診療収入を経営指標の一つとして提示し、進

捗を確認するとともに、外部理事の意見を頂いた。診療科ヒアリングに関しても業務改善

が必要な診療科を中心に実施した。また診療部長会においても、各診療科の運営状況の情

報共有を行った。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

医師１人１日当たり診療収入※

１ 

２４３．４千円以上 ２０７．７千円 

医師１人１日当たり入院患者数 ２．８人以上 ２．２人 
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※２ 

※１ （入院収益＋外来収益）÷年度末職員数のうち医師数÷入院診療日数 

※２ 年延べ入院患者数÷年度末職員数のうち医師数÷入院診療日数 

 

（５）効率的かつ効果的な設備投資 

設備投資の効果検証として施設設備の改修については、建築基準法に基づく、特定建築

物定期調査において改修するよう勧告を受けていた本館棟外壁タイルの大規模改修、管

理部門の事務所等を旧耐震基準構造である管理棟から病院別館棟３階へ移転するため改

修工事を実施することにより、地独化以前からの懸案事項の解消を図った。 

医療機器等の設備投資については、総合医療情報システムの更新、老朽化医療機器等の

更新を行い、新型コロナウイルス対応を含む良質な医療を継続して実施できる環境を整

えた。 

２ 経営管理機能の充実 

（１）業務運営体制の強化 

  前年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、診療部長会議、所属長会議をそれぞれ参

集した形で行っていなかったが、令和３年度より診療部長とその他所属長を分けて全体

会議を再開させた。その中では経営指標の確認に加え、当院の収支状況についても診療部

長、所属長と共有した。 

 

（２）業務管理（リスク管理）の充実 

  令和４年３月の日本医療機能評価機構による病院機能評価の受審に向けた内部監査を

２回実施した。法令・行動規範（コンプライアンス）についての職員研修は、新規採用職

員を対象に包括的な研修を実施したほか、全職員を対象としたハラスメント研修を実施

した。また、情報公開請求を受けた際も大津市の条例に基づいて適切に処理している。 

 

３ 組織運営体制の強化と職員の意識変革 

（１）組織運営体制の強化 

感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者の診療機能維持・強化のた

め、必要な看護師を増員配置し、働き方改革における医療職間のタスクシフトや入退院機

能拡大のために、経験を有する管理栄養士を始めとする医療技術職員を確保した。 

 

（２）職員の意識変革 
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 四半期毎に中期計画の進捗を担当部署より聴取することにより、進捗管理を行った。今

後は中期計画の進捗状況を院内に広く周知出来るよう方法を検討する。 

 

（３）計画的で効果的な人材育成 

病院理念である「信頼の絆でつながる、市民とともに歩む健康・医療拠点」の実現を図

るため、令和３年度に職員研修体系を構築した。 

 この体系においては、法人全体に共通する「法人研修」、職種別、階層別といった区分

ごとに職務の遂行に必要な知識、技能等を習得させることを目的とする「職場研修」、職

員が自らの職務遂行能力の向上を図ることを目的とする「自主研修」を位置づけている。 

  令和３年度においては「法人研修」を実施しており、令和４年度以降、「職場研修」及

び「自主研修」も組込んだ通年の研修計画を作成し、研修体系に基づく研修を実施するこ

とにより、職員一人ひとりが高い人間力と専門性を備える人材の育成を図る。 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

  令和３年度も令和２年度に引き続き病床の休床等を行いながら一般診療を継続しつつ

新型コロナウイルス対応に努めた。その結果、新型コロナウイルスの影響により、収益に

ついては制限され、費用については人件費や消耗品費が増加することとなり、収支バラン

スの適正化を図ることはできていない。しかし、新型コロナウイルス対応に伴う補助金収

益により、損益収支、資金収支ともに大幅なプラスでの決算となった。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

単年度資金収支※１ △３２百万円以上 ２，５５２百万円 

医業収支比率※２ １０２．６％以上 ９４．７％ 

経常収支比率※３ １０５．３％以上 １２３．１％ 

営業費用対医業収益等※４ １０５．０％以下 １１３．４％ 

※１ 単年度における資金の総収入（短期借入金を除く。）－総支出。なお、総収入のうち大津市

からの運営費負担金の額は、計画額とする。 

※２ （入院収益＋外来収益＋その他医業収益）÷医業費用（地方独立行政法人法第  ３４条第

１項に規定する損益計算書の医業費用をいう。）×１００ 

※３ 経常収益÷経常費用×１００ 

※４ 営業費用÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

 

１ 収支バランスの適正化 
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（１）収入の安定的確保及び収益の最適化 

収入の安定的確保については、診療費未払い患者に対し、医事課職員から電話連絡をす

るとともに、一定期間経過した案件については、弁護士委託をすることにより未収金の早

期回収に努めた。また、保留レセプトの早期解消にも努めた。 

社会保険支払基金の審査員でもある当院医師２名と医事課職員、請求担当で構成され

ている保険審査専門部会を月１回開催し、査定に対する検討及び再審査請求や、各診療科

医師への周知等に努めた。 

収益の最適化については、収益の改善、医療の質の向上を目指し、クリニカルパス管理

委員会を新たに活動開始させ、全診療科の頻度が高い病名、処置のクリニカルパスを再整

備した。 

 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

入院診療単価 ６１，９８３円以上 ６５，５９３円 

平均在院日数 １３．２日以下 １３．４日 

ＤＰＣⅡ期間以内患者割合※１ ５７．９％以上 ５６．１％ 

手術件数 ３，６７４件以上 ２，８２２件 

病床稼働率※２ ８６．６％以上 ７６．９％ 

ＩＣＵ稼働率※３ １１７．８％以上 １０６．９％ 

延べ入院患者数 １２２，００６人以上 １０８，２９３人 

新規入院患者数 ８，６２２人以上 ７，５１２人 

新規入院患者数のうちＩＣＵ患者

数 

３６３人以上 ３４６人 

新規入院患者数のうち一般病棟新

規患者数 

８，１０７人以上 ７，１６６人 

外来診療単価 １５，８００円以上 １６，４８９円 

外来患者数 １９８，４１０人以上 １８９，０５６人 

※１ ＤＰＣⅡ期間以内退院患者数÷退院患者数×１００ 

※２ 延べ入院患者数÷延べ稼動病床数×１００ 

※３ （ＩＣＵ延べ入院患者数＋ＩＣＵからの退棟患者数）÷ＩＣＵ延べ稼動病床数×１００ 

 

（２）支出及び費用の抑制 

  人件費の適正化として、新たな診療報酬における加算取得及び働き方改革における医
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療職間のタスクシフトのため、医療技術職（管理栄養士、臨床工学技士）の確保を行った。

超過勤務については、毎月の経営会議にて、職種毎の超過勤務時間を報告し、適正管理に

努めており、働き方改革に基づき、医師から他職種へのタスクシフトを推進するとともに、

看護師においても看護師から看護補助者へのタスクシフトを推進している。 

  材料費の削減について、他施設の納入価格と比較するため、契約先のベンチマークを利

用しながら納入業者との価格交渉を行った。また、薬剤については、バイオシミラー※１

や後発医薬品（ジェネリック医薬品）※２への切り替えを行うため、薬事委員会を開催し

随時議論を行った。 

  委託料の削減について、移動型 X線装置や超音波診断装置の保守契約を締結せず、不具

合発生時のスポット修理にて対応することにより、トータルコストの削減を図った。 

 ※１ 日本で既に新薬として承認された先行バイオ医薬品と同等／同質の品質、安全性

及び有効性を有する医薬品として、異なる製造販売業者により開発された同等品

より安価な医薬品。 

※２ 先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される、先発医薬品と同じ有効成分を

もつ安価な医薬品。 

【目標に係る実績】 

目標指標 令和３年度目標値 令和３年度実績 

職員給与費対医業収益等※１ ５９．１％以下 ６５．８％ 

材料費比率※２ ２１．８％以下 ２２．１％ 

後発医薬品指数※３ ９４．０％以上 ９４．１％ 

委託費比率※４ １１．４％以下 １２．３％ 

※１ 職員給与費÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

※２ 材料費÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

※３ 後発医薬品の規格単位数量÷（後発医薬品が存在する先発医薬品の規格単位数量＋後発医薬

品の規格単位数量）×１００ 

※４ 委託費÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

 

 

２ 運営費負担金 

政策的医療、高度医療等については、総務省の通知に基づいて金額を算定し、大津市と

算定方法について協議することで、金額抑制に努めた。 
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３ 計画期間内の収支見通し 

理事会において、年度計画の主要な指標の達成状況について報告を行った。未達成の項

目については担当部署に対して報告を行った。また四半期毎に評価委員会に対して報告

を行った。 

 

 

第５ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

（１） 予算（令和３年度） 

（単位：百万円） 

区  分 計 画 額 決 算 額 
差額 

（決算-計画） 

収入 

 営業収益 

  医業収益 

  運営費負担金収益 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金収益 

    運営費交付金収益 

  その他営業外収益 

 

１２，３０４ 

１０，７９７ 

１，４７７   

３０ 

２１６ 

９４ 

－ 

１２３ 

 

１３，５１８ 

１０，３４９ 

１，２１８ 

１，９５１ 

５５２   

９４ 

２５９ 

１９９ 

 

１，２１４ 

△４４８ 

△２５９ 

１，９２１ 

３３６ 

０ 

２５９ 

７６ 

資本収入 

  長期借入金 

  運営費負担金 

  補助金 

  出資金 

 計 

１，５９７ 

１，５９７ 

－ 

－ 

－ 

１４，１１７ 

２，１３９ 

１，５１１ 

２２ 

３４５ 

２６１ 

１６，２０９ 

５４２ 

△８６ 

２２ 

３４５ 

２６１ 

２，０９２ 

支出 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

 

１１，５４４ 

１０，６６０ 

６，５１０ 

２，５９１ 

 

１１，７３１ 

１０，８８１ 

６，６７０ 

２，５９４ 

 

１８７ 

２２１ 

１６０ 

３ 
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   経費 

   研究研修費 

  一般管理費 

   給与費 

   経費 

１，５４０ 

２０ 

８８４ 

２２５ 

６５９ 

１，６００ 

１７ 

８５０ 

２１９ 

６３１ 

６０ 

△３ 

△３４ 

△６ 

△２８ 

営業外費用 

 資本支出 

  建設改良費 

  償還金 

  貸付金 

  設立団体納付金 

 計 

１４２ 

２，４６２ 

１，７００ 

７６２ 

－ 

－ 

１４，１４８ 

１７８ 

１，７４８ 

７２１ 

７６２ 

４ 

２６１ 

１３，６５７ 

３６ 

△７１４ 

△９７９ 

０ 

４ 

２６１ 

△４９１ 

   ※計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

（２） 収支計画（令和３年度） 

（単位：百万円） 

区  分 計 画 額 決 算 額 差額 

（決算-計画） 

収入の部 

 営業収益 

  医業収益 

運営費負担金収益 

  資産見返補助金等戻入 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金収益 

  運営費交付金収益 

  その他営業外収益 

 臨時利益 

１２，９６３ 

１２，７５８ 

１１，１４４ 

１，４７７ 

１０７ 

３０ 

２０５ 

９４ 

－ 

１１１ 

－ 

１５，６４９ 

１５，０７０ 

１０，６８１ 

１，２１８ 

１４３ 

３，０２８ 

５７８ 

９４ 

２５９ 

２２５ 

０ 

２，６８６ 

２，３１２ 

△４６３ 

△２５９ 

３６ 

２，９９８ 

３７３ 

０ 

２５９ 

１１４ 

０ 
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支出の部 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

   経費 

   減価償却費 

   研究研修費 

  一般管理費 

   給与費 

   経費 

   減価償却費 

１２，３１１ 

１１，７０３ 

１０，８６３ 

６，３６７ 

２，４３２ 

１，３４７ 

６９９ 

１８ 

８４０ 

２２５ 

５７７ 

３８ 

１２，７１７ 

１２，１１３ 

１１，２７４ 

６，７９０ 

２，３６４ 

１，４６０ 

６４９ 

１１ 

８３９ 

２３４ 

５６７ 

３８ 

４０６ 

４１０ 

４１１ 

４２３ 

△６８ 

１１３ 

△５０ 

△７ 

△１ 

９ 

△１０ 

０ 

 営業外費用 

 臨時損失 

６０６ 

２ 

６０４ 

０ 

△２ 

△２ 

    
 純利益 

 総利益 

６５２ 

６５２ 

２，９３１ 

２，９３１ 

２，２７９ 

２，２７９ 

※計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

 

（３） 資金計画（令和３年度） 

（単位：百万円） 

区  分 計 画 額 決 算 額 
差額 

（決算-計画） 

資金収入 

 業務活動による収入 

  診療業務による収入 

運営費負担金による収入 

  その他の業務活動による収入 

 投資活動による収入 

  運営費負担金による収入 

   補助金等収入 

１６，８９８ 

１２，５０９ 

１０，７２３ 

１，５７１ 

２１５ 

－ 

－ 

－ 

１９，２０５ 

１４，０７０ 

１０，３３５ 

１，５７１ 

２，１６４ 

３６７ 

２２ 

３４５ 

２，３０７ 

１，５６１ 

△３８８ 

０ 

１，９４９ 

３６７ 

２２ 

３４５ 
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財務活動による収入 

長期借入れによる収入 

金銭出資の受入れによる収入 

 前年度繰越金 

１，５９７ 

１，５９７ 

－ 

２，７９２ 

１，７７２ 

１，５１１ 

２６１ 

２，９９６ 

１７５ 

△８７ 

２６１ 

２０４ 

資金支出 

 業務活動による支出 

  給与費支出 

  材料費支出 

  その他の業務活動による支出 

投資活動による支出 

  有形固定資産の取得による支出 

無形固定資産の取得による支出 

その他の投資活動による支出 

１６，８９８ 

１１，８２１ 

６，７３４ 

２，３５６ 

２，７３１ 

１，４５２ 

１，４５２ 

－ 

－ 

１９，２０５ 

１２，２２６ 

６，８６４ 

２，３５６ 

３，００５ 

５６５ 

５６０ 

１ 

４ 

２，３０７ 

４０５ 

１３０ 

０ 

２７４ 

△８８７ 

△８９２ 

１ 

４ 

 財務活動による支出 

  移行前地方債償還債務の償還に

よる支出 

  その他の財務活動による支出 

 次年度繰越金  

８６５ 

 

７６２ 

１０３ 

２，７６０ 

８６７ 

 

７６２ 

１０５ 

５，５４８ 

２ 

 

０ 

２ 

２，７８８ 

※計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

 

第６ 短期借入金の限度額 

  短期借入金実績なし。 

 

第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

  なし 

 

第８ 剰余金の使途 

   利益剰余金２，９３１百万円については、積立金とした。 

 

第９ 料金に関する事項 
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  帯状疱疹ワクチン、子宮頚癌予防ワクチン（９価ワクチン）をワクチン単価、接種コス

トを勘案し、新規採用した。 

 

第１０ 地方独立行政法人市立大津市民病院の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に

関する規則（平成２８年大津市規則第１０３号）第６条で定める事項 

１ 施設及び設備に関する計画（令和３年度） 

【関連指標】  

  内 容 実績額 財源 

施設整備   ４３６百万円 長期借入金、一部運営費負担金及び補助金 

医療機器整備 １，２７９百万円 長期借入金、一部補助金 

 

２ 人事に関する計画  

感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者の診療機能維持・強化のため、

必要な看護師を増員配置し、新たな診療報酬における加算取得及び働き方改革における医

療職間のタスクシフトや入退院機能拡大のために、経験を有する管理栄養士を始めとする

医療技術職員（管理栄養士、臨床工学技士）を確保した。 

また、組織の見直しにおいては、血液透析及び腹膜透析の管理業務において、臨床工学技

士、看護師等と業務連携し、安全かつ弾力的な看護師の配置を行うため、血液浄化部組織を

外来部・ＥＲ組織に整理統合した。  

【関連指標】 

・職員体制等 

令和３年度期末での職員体制は８５３人（退職４２人、採用３８人）で、期首から４人減、

前年度末比で２７人増である。 

〔職員体制の内訳（単位は人）〕 

 職種 期首 採用 退職 期末 

正 嘱 契 正 嘱 契 正 嘱 契 正 嘱 契 

病

院 

 

 

医師 88 41  3 7  5 4  86 44 0 

看護師 402 9 30 8  3 17  3 393 9 30 

医療技術職 115 23 3 2 2 1 1 2 1 116 23 3 

事務職 36 48 25   6 1  6 35 48 25 

補助員 2 17 18   6   2 2 17 22 

  合計 857 38 42 853 
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人事評価制度については、医療専門職を始めとする人材育成に有意的につながるよう、引

き続き人事評価制度の制度定着に努めた。評価結果を処遇や給与へ反映させる制度につい

ては、令和５年度の導入開始に向け、令和４年度内に検討及び調整を進める。 

昨年度から着手した「待遇改善・生産能力向上・正規職員転換実現プラン」において、職

員のモチベーション向上を図るため、嘱託職員人事評価制度の導入を検討し、令和４年度か

ら人事評価制度の本格導入を行う。また、事務部門の調整機能拡大のため、事務部組織の見

直しを行うとともに、経営管理部門について、大津市派遣職員から法人採用職員へ人員配置

の移行を行い、体制整備に努めた。 


